
 

   

屋久島との交流概要について 
 

■ 屋久島との交流歴 
 特別職往来 交流内容 

平成 ３年 - 
浪岡中学校教員と屋久島住人との交流をきっかけに、旧浪岡町の

町おこしの一環として事業始動。有志による基金が造成される。 

平成 ４年 １月 - 旧浪岡町の中学生４名と引率者２名が旧上屋久町を訪問。 

平成 ４年 ３月 - 「日本列島中学生交換ホームステイ浪岡の会」発足 

平成１２年 

８月５日 
- 

交流１０周年を記念し「友好盟約」締結（旧浪岡町・旧上屋久町） 

旧上屋久町「ねぶた」運行。 

平成１４年 ８月 - 門外不出とされた「屋久島太鼓」が浪岡北畠まつり（夏）に出陣。 

平成１７年 ８月 - 交流１５周年/青森市合併記念、旧上屋久町「ねぶた」運行。 

平成１９年１０月 - 旧上屋久町・旧屋久町が合併。屋久島町となる。 

平成２２年 

１月８日 

屋久島町長 

屋久島議長 

青森市・屋久島町が「有効盟約」再締結。 

（青森市）有効盟約調印式（ラ・プラス青い森） 

平成２３年 ９月 現荒木町長 
青森・鹿児島新幹線全線開業記念、青森市「屋久島太鼓」披露。 

屋久島太鼓保存会会長として、現荒木町長が来青。 

平成２４年 ４月 浪岡区長 H２３屋久島太鼓披露の御礼として訪問。 

平成２５年 ８月 浪岡区長 
屋久島世界自然遺産登録２０周年記念 

屋久島ご神山まつりにおいて「ねぶた」運行 

平成２５年 11 月 青森議長 屋久島世界自然遺産登録２０周年記念式典開催。 

平成２５年 1２月 荒木町長 H２５夏のねぶた運行の御礼として訪問。 

平成２９年 ８月 荒木町長 新青森市長への挨拶（青森ねぶた祭り観覧） 

平成３０年 1０月 荒木町長 浪岡区長表敬訪問。（白神山地記念事業参加に合わせて） 

令和元年 ８月 
青森市長 

浪岡区長 

屋久島町役場新庁舎落成記念、屋久島町「ねぶた」運行。 

屋久島町長表敬、新庁舎視察。 

令和 ２年 - 
青森市役所本庁舎落成記念「屋久島太鼓」披露の申し出を受けた

が、新型コロナウィルス感染症の流行により断念。 

令和 ５年 7 月  中学生交換ホームステイが再開となる。 

  

■ 屋久島へのねぶた派遣実績 ・・・ 計 ４ 回 （H１２、H１７、H２５、R１） 

■ 屋久島太鼓の青森披露実績 ・・・ 計 ２ 回 （H１４、H２３） 

 

■ 屋久杉大太鼓「神鼓（しんこ）」 

樹齢約 3000 年の屋久杉を使用。長さ 2ｍ口径 1.8ｍ 

重さ 1 トン。屋久杉の原型を活かした姿を残した世界に 

唯一の太鼓。屋久島最大の祭りである「ご神山まつり」で 

披露される太鼓。 

 


